
平成19年度電子情報通信学会信越支都大会

翫糾

回転機器異常診断システムにおける推論ルールの評価方法
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私はじめに

流
弾、回転機器の保全方式の変化により設備診断の機会

加している。しかし、設備診断を行う設備診断士の不

ストの増加などの問題があるため、回転機器を

労資とした自動診断システムの実現が求められている。

云漆研究は、自動診断システムの診断精度を向上するため
監

鮮…ル評価方法を明らかにすることを目的としている0

蓮.回転機器異常診断と推論ルール

回転機器の精密診断には振動法を用いる。振動法では、

時瀕こ示す回転機器のカップリング及び反カップリング方

撮霧診断コ

芸"南の『垂直・水平・軸』の6箇所の振動データを用いて診
猿漸を行う。

く　診断システムは、各測定箇所から得られた振動データを

くFFT(F貼tFourierTransぬrm)を用いて周波数分析し、各スペ

三、かルの値に基づいて推論を行う。各スペクトルの値が故

瀬原因のルールの条件を満たすか否かにより故障原因を選
激する。推論ルールの条件の例を式仕匿示す。

iq芸≧鋸0再芸≧鋸then故障原因A　(1)

…Vンィ;.く、′ここで、INは基本周波数スペクトルの強度、2Nは2倍
滴調渡スペクトルの強度、OAは全スペクトル強度の合計、

鴻及び鋸まルールの係数である。

73:多次元正規分布を用いたルールの評価方法

"ルールの評価には統計的推定を用いる。評価する故障原

因に該当するフィールドデータを集め、それを標本とする。

その標本より平均と分散を推定し、それらを用いて正規分

布を作成し誤診確率を求める。

、、推論ルールの前件部は複数の条件からなっている。これ

らの条件を組み合わせて誤診確率を求めるために多次元正

ノ規分布を用いる。ここでは、式(1)に示す2つの条件を持つ
ルールを取り上げ、2次元正規分布を用いて評価する。

2次元正規分布は式(2)で表される。

式(2)の勘及び担2は平均、ロ12及び622は分散、pは相関
係数を表している。

故障原因Aのルールを用いて故障原因Aと故障原因B

を推論した場合、誤診確率は、故障原因Aが否定される確

率及び故障原因Bが肯定される確率で表わされる。従って、

故障原因Aについては係数鎚及び月2よりも比率が小さい

範囲を積分し、故障原因Bについては係数だ一及び属2より
も比率が小さい範囲を積分した値を1から引く事によって

誤診確率が得られる。

4.評価結果

本方法に基づいて、フィールドデータを用いて誤診確率
を求めた結果を示す。

まず、用いるデータの平均値等を表1に示す。
表1。評価に用いるデータの数値

故障原因Aのルールを用いて故障原因A、Bの誤診確率

を求める。lN!0Å≧0.35又は2N/OA≧0.15を満たすと故障

原因Aであると判断される。故障原因AはlN/OA≧0.35

又は2N/OA≧0.15を満たさないと誤診になり、故障原因B

はlN/OA≧0.35又は2NノOA≧0.15を満たすと誤診になる。

ここで、式(2)を用いて誤診確率を求めると、故障原因A
が1.79%、故障原義Bが99。99%となる。

5.まとめ

多次元正規分布を用いて誤診確率を求めてルールを評価

する方法を提案し評価例を示した。この結果、故障原因A
のルールを用いているにもかかわらず、故障原因Bが故障

原因Aと判断される誤診確率が99.鱒%となった。このこ

とから、故障原因Aと故障原因Bを区別するためには、ル

ールの係数の変更やルールの追加が必要になることが明ら

かになり、本方法の有効性が示された。
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